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今

年

の

テ
ー

マ

は

「

安

心

で

安

全

な

未

来

」

で

、

サ

ブ

タ

イ

ト

ル

は

「

建

築

士

と

考

え

る

カ
ー

ボ

ン

・

ゼ

ロ

社

会

と

地

震

へ

の

備

え

」

で
す

。
各

社

の

出

展

も

耐

震

か

ら

風

水

害

、

エ

コ

ロ

ジ

ー

等

技

術

を

Ｐ

Ｒ

し

て

い

ま

し
た

。
今

年

は

会

場

レ

イ

ア

ウ

ト

が

昨

年

よ

り

少

し

変

更

に

な

り

見

通

し

の

き

く

ゆ

っ

た

り

と

し

た

配

置
と

な

り

ま
し

た

。

ま

た

、

例

年

の

各

支

部

ポ

ス

ト

カ

ー

ド

の

代

わ

り

に

、

来

年

昭

和

百

年

を

向

か

え

る

の

で

東

京

の

建

築

物

や

街

並

み

・

景

観

等

を

比

べ

た

各

支

部

の

、

「

今

昔

写

真

」

と

な

り

渋

谷

支

部

は

Ｊ

Ｒ

原

宿

駅

駅

舎

の

今

昔

写

真

を

展

示

し
ま

し

た

。

会

場

中

央

の

丸

壁

に

は

、

本

年

度

の

優

れ

た

建

築

に

送

ら

れ

る

東

京

建

築

賞

受

賞

作

品

や

、

第

三

回

こ

ど

も

け

ん

ち

く

児

童

画

、

今

昔

写

真

、

そ

の

他

支

部

か

ら

の

建

築

作

品

パ

ネ

ル

の

展

示

が

さ

れ
て

い

ま

し
た

。

そ

の

奥

に

は

大

学

生

卒

業

設

計

作

品

展

コ

ー

ナ

ー

が

あ

り

、

今

回

は

カ

ー

ボ

ン

ゼ

ロ

社

会

に

あ

わ

せ

建

築

再

生

が

テ

ー

マ

の

よ

う

で

、

建

築

を

再

構

築

す

る

計

画

、

船

を

建

築

と

し

て

再

生

す

る

計

画

他

、

設

計

図

と

模

型

が

目

を
見

張

り

ま
し

た

。

ま
た
、
児
童
画
の
テ
ー
マ
は
、

『

「

地

球

に

や

さ

し

い

」

す

ん

で

み

た

い

〝

い

え

〟

く

ら

し

て

み

た

い

〝

ま

ち

〟

』

で

、

今

年

の

作

品

も

夢

の

あ

る

こ

ど

も

た

ち

の

発

想

に

は

驚

か

さ

れ

ま

し

た

。メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
オ
ー

プ

ニ

ン

グ

セ

レ

モ

ニ

ー

や

和

太

鼓

演

奏

、

ケ

ン

チ

く

ん

ク

イ

ズ

、

災

害

偽

情

報

に

つ

い

て

、

耐

震

に

つ

い

て

、

カ

ー

ボ

ン

・

ゼ

ロ

、

な

ど

各

種

セ

ミ

ナ

ー

、

児

童

画

コ

ン

テ

ス

ト

表

彰

式

、

ト

リ

オ

デ

ア

ル

セ

三

重

奏

の

演

奏

な

ど

が

行

わ

れ

、

連

日

に

ぎ

わ

い

を

見

せ

て

い

ま

し
た

。

ま

た

、

能

登

よ

り

来

ら

れ

た

現

地

の

方

か

ら

は

動

画

で

震

災

の

被

害

状

況

の

説

明

を

受

け

、

耐

震

の

重

要

性

を

訴

え

て

い

た

だ

き

ま

し
た

。

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

・

体

験

ゾ

ー

ン

で

は

毎

年

好

評

の

「

み

ん

な

で

つ

く

る

み

ん

な

の

街

」

、

自

転

車

を

こ

い

で

発

電

す

る

「

元

気

力

発

電

」

コ

ー

ナ

ー

、

等
々

皆

さ

ん

楽

し

く

体

験

し

て

い

ま
し

た

。

二

日

間

盛

況

の

う

ち

に

終

了
し

ま

し

た
。

発 行

(一社) 東京都建築士

事務所協会渋谷支部

支部長 山本 誠

編 集

渋谷支部編集委員会

会 員 数

正 会 員 120 社

協力会員 19 社

令和 6年 8月現在

支部 H P Q R ｺー ﾄ゙

(令和6年4月改定)

九
月
十
三
日
～
十
五
日
の
三
日
間
第
二
十
五
回
建
築
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ア
が
新
宿
駅
西
口
広
場
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
（
十
三
日
は
プ
レ
オ
ー
プ
ン
）

左上から：東京建築賞一般部門二類最優秀賞(東京都市大学7号館)、同共同住

宅部門最優秀賞(鎌倉ｱﾊﾟｰﾄﾒﾝﾄ)、学生作品(ばらばらの建物が一つの建物へ)、

渋谷支部今昔写真(原宿駅舎)、児童画会長賞(ﾘｱﾙｳﾐｶﾞﾒﾊｳｽ)、
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今月は協力会員の皆様の紹介欄は紙
面の都合により割愛しました。

審
議
事
項

●
全
国
大
会
（
福
井
大
会
）

〇
今
回
は
７
名
が
参
加
予
定
。
第
三
ブ
ロ
ッ

ク
と
協
議
し
日
程
、
見
学
先
決
定
。
永
平

寺
、
恐
竜
博
物
館
・
福
井
市
内
建
築
見
学
、

金
沢
市
内
建
物
見
学
、
五
箇
村
見
学
予
定
。

●
47
回
く
み
ん
の
広
場
参
加
の
件

〇
十
一
月
二
～
三
日
実
施
。
グ
レ
ー
ゾ
ー

ン
の
チ
ラ
シ
を
配
る
。
今
ま
で
の
ク
イ
ズ

の
改
訂
版
を
作
成
。
被
災
写
真
等
パ
ウ
チ
ッ

コ
で
作
成
、
能
登
の
液
状
化
写
真
等
も
含

め
る
。
景
品
等
在
庫
を
確
認
す
る
。

報
告
事
項

●
業
務
委
員
会
、
そ
の
他

（
塚
部
委
員
長
）

○
今
後
の
講
習
会
（
本
部
及
び
オ
ン
ラ
イ

ン
）
実
施
予
定
の
確
認
（
既
存
住
宅
状
況

調
査
技
術
者
、
適
合
証
明
者
業
務
登
録
、

改
正
建
築
基
準
法
申
請
・
審
査
マ
ニ
ュ
ア

ル
説
明
会
９
／
２
４
締
め
切
り
、

１
０
／
２
９
多
摩
に
て
）

○
【
木
造
耐
震
専
門
委
員
会
】
２
０
２
５

年
法
改
正
対
応
に
伴
う
サ
ポ
ー
ト
体
制
ご

協
力
の

お
願
い
に
つ
い
て

〇
改
正
建
築
基
準
法
申
請
・
審
査
マ
ニ
ュ

ア
ル
説
明
会
、
他

○
第
２
回
大
規
模
修
繕
特
別
委
員
会
記
録

業
務
委
員
会

第
1
回
登
録
講
習
会
の
結

果
報
告

大
規
模
修
繕
事
務
所
登
録
申
請
31
社
（
８

／
２
８
時
点
）

本
会
Ｈ
Ｐ
に
相
談
者
受
付
用
Ｈ
Ｐ
作
成
予

定○
令
和
６
年
度

第
３
回
戸
建
住
宅
省
エ

ネ
等
リ
フ
ォ
ー
ム
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
講
習
会

実
施
予
定

本
会
Ｈ
Ｐ
作
成
予
定

●
建
築
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア

〇
９
／
１
５
日
建
築
相
談
担
当
と
し
て
参

加
。
各
区
の
今
昔
写
真
は
井
桁
副
支
部
長

が
作
成
済
み

●
入
退
会
報
告

〇
正
会
員
・
協
力
会
員
共
変
更
無
し
。

●
会
計
報
告

○
８
月
の
会
計
報
告
が
な
さ
れ
た
。

支
部
か
ら
の
報
告

9 月 １ 日 に よ せ て

今 年の 9月 1日防災の日は、大正 12（ 1923） 年 9月 1日に発 生
した関東大震災から 101年目、平成 7（ 1995）年 1月 17日の阪神
淡 路大震 災から 29年に なりま す。今 年の 1月 1日 に発 生し た 能
登 半島 地 震で 大き な話 題 にな った 地盤 の液 状 化現 象が 広 く 知
れ渡った昭和 39（ 1964）年 6月 16日の新潟地震から 60年になり
ます。

近 年盛んに言われている南海 トラフ 地震に 関し、こ の 8月 8
日 に発 生 した 宮崎 県の 日 向灘 を震 源と する 地 震発 生後 、 気 象
庁ははじめて「南海トラフ地震臨時情報」を発表し、 8月 15日

ま で 注 意 を 呼
びかけました。
こ れ は 各 自 が
地 震 に 対 す る
備 え を 再 確 認
し 、 発 生 し た
場 合 で も 安 全
な 行 動 を 呼 び
かけています。

ま た 、 能 登
半 島 地 震 後 、
仮 設 住 宅 等 の
手 配 が 遅 れ た
た め 被 災 し た
住 宅 に 住 み 続
け て よ い の か
ど う か の 問 い
合 わ せ は 多 く
あ っ た よ う で
す。

国 土 交 通 省
で は そ の た め
新 し く 「 木 造
住 宅 の 地 震 後
の 安 全 チ ェ ッ
ク 『 こ の 家 、
住 み 続 け て い
いのかな？』」
と い う リ ー フ
レ ッ ト を 作 成
し 公 表 し ま し
た。

（国土交通省リーフレット）より

地震 発 生後 被害 状況 に よっ ては 、応 急危 険 度判 定が 、 各 自
治 体に よ って 行わ れ、 「 青」 「黄 」「 赤」 の 三つ の色 分 け し
た紙が貼られ、「『青』は調査済で、被災度は小さく使用可」、
「 『黄 』 は被 災が あり 、 立ち 入る には 十分 注 意す る必 要 が あ
る 」、 「 『赤 』は 被災 が 大き く立 ち入 るこ と は危 険」 の よ う
に 判定 が 行わ れま す。この判定は、あくまで被災後の二次災
害の防止にありますの で 、そ の点 は十 分理 解 して いた だ く 必
要 があ り ます 。上 記リ ー フレ ット は「 青」 だ から と言 っ て 絶
対 安全 と いう わけ でも あ りま せん ので 、各 自 で家 の被 災 状 況
を確認され、「判定 B」となりましたら、お住まいの市町村や
専門家に相談をしてくださいとなっています。

実際 に 地震 があ り大 き な被 害が 出て いる 状 況で は難 し い 面
も あり ま すが 、現 在の 自 宅の 状況 を確 認し て 建物 の状 態 か ら
こ のシ ー トに よる チェ ッ クを して みる のも 、 自宅 の地 震 に 対
しての一つの目安として活用できるのではないかと思います。

当渋 谷 支部 でも 、渋 谷 区の 依頼 を受 けそ の よう な際 に は 協
力していくこととなっていますので、是非ご相談ください。

安藤欽也（渋谷支部監事）

構 造 屋 の ワ ン ポ イ ン ト


